
８月６日 平和の鐘について 

広島に原爆が投下された 

８月６日、８時１５分に 

登園している園児たちで 

お寺の鐘を撞きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６日（水） 

１２日（火） 

２６日（火） 

 ２９日（金） 

平和の鐘 

～１５日（金）お盆保育 

誕生日会 

お楽しみ保育（さくら組） 

 えんだより 

可愛保育園    令和７年 ８月

号                 

 

お盆期間の保育について 

１２日～１６日のお盆の期間は、お仕事がお

休みの保護者の方が多く、欠席の園児が多いた

め、保育園もお盆の特別編成での保育となりま

す。 

＊１３日～１６日は、給食はありません。 

お弁当、お茶を持ってきてください。 

おやつはあります。 

＊１２日～１６日は普段のお部屋ではなく、

異年齢との合同保育となります。 

ご理解とご協力を、よろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

★さくら組★ 

＊お楽しみ保育で夏祭りごっこをしたり、 

花火をすること 

＊プールあそび 

＊アイスクリームを作ってみたい 

＊プール、どろんこなど、夏にしかできないあそび

を思いっきり楽しみたいです♪氷を作ったり、泡

あそびなどもやってみたいなぁ～！ 

★ばら組★ 

＊プールあそび 

＊しゃぼん玉 

＊かき氷 

★たんぽぽ組★ 

プールやどろんこあそび、氷で遊んだり… 

夏にしかできない遊びを、子どもたちと楽しみたい

です。 

★もも組★ 

＊氷を触ってひんやり体験 

＊せんたくごっこ 

＊噴水シャワーあそび 

★すみれ組★ 

氷、泡、水、泥あそびをおもいっきり楽しみたいで

す。 

 

 

 

 

『今、うちのクラスは。。。』 

今月は《この夏楽しみにしていること》です。 

夏本番‼何をして遊ぼうかな☺ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標に向けた取り組み 

「どろんこあそび」の様子を動画配信サービス YOUTUBEでご覧いただけます。 

2025年 6月 24日～25日に浄土真宗本願寺派保育連盟「ま

ことの保育全国セミナー」が築地本願寺で開催されました。 

講師の井桁容子先生は「こどもって見事な人間だ～子ども真ん

中の保育とは～」の講演のなかで、子どもは未熟な存在ではな

く、一人の人間としてすでに多くの力を持っていること、そして

その力を信じ、引き出す保育のあり方が大切であると語られまし

た。大人の思い通りに動かすのではなく、子どもの視点に立ち、

その声に耳を傾けることが、真に「子ども真ん中」の保育につな

がると話されました。 

研修報告 

元気な子ども 

・・・イキイキ過ごす子ども 

それぞれの子どもがその流れの中で認められ、各々の得意

なところに自信を感じ、みんなで一緒にやる楽しさを味わう 

イキイキ 

うごく力 

豊かな感性 

・・・キラキラのまなざしで、楽しむ子ども 

子どもたちの思いに寄り添いながら、 

子どもたちの豊かな創造力を信じ、 

十分に発揮できる環境を作る 

感じる・気付く力 

キラキラ 

 本格的な夏をむかえ、毎日暑い日が続いています。保育園では夏な

らではのプール・水遊び・どろんこ遊びのなかで、水や泥を使って

様々な経験をしています。 

 水や土の冷たさ・やわらかさに触れていくうちに夢中になり、大き

な水たまりを作ったり、泥だんごや川を作ったりと、遊びがどんどん

広がっていきます。 

塩川寿平氏は『どろんこ保育』（フレーベル館）の中で泥遊びの必

然性を４つの観点で説明されています。 

① 気持ちがよい（感覚的な快感がある） 

② 汚れてみたい（非日常的な変身願望） 

③ 気楽である（他人に評価されない、点数で採点されない） 

④ 浄化作用がある（心の抑圧からの解放） 

水と土が混ざる感触や足や手で触る感覚、水が流れる瞬間を友達

と一緒に楽しむひととき――五感をたっぷり使いながら、思いきり

遊ぶ姿や笑顔がたくさんみられます。 

水や土に触れ、友達とのかかわりの中で夏ならではの遊びを楽し

みたいと思います。 


